
 北海道上士幌町ゼロカーボンシティ宣言 

～ 2050 年 二酸化炭素排出量実質ゼロを目指して ～ 

 

近年、地球温暖化や海洋汚染、有害廃棄物の越境移動など、地球環境問題が解決すべき

課題として注目されており、本町においてもその影響が顕在化しつつあります。 

気候変動への対応として、2015 年 12 月に採択された「パリ協定」によって、2020 年以

降の温室効果ガス排出削減のための国際的な枠組みが規定され、本年 11 月に開催された

COP26 では、1.5℃目標に向かって世界が努力することが正式に合意され、この目標を達

成するための取組が世界全体で加速化しています。 

本町では、畜産バイオマスを活用した資源循環のまちづくりをはじめ、MaaS やドローン

を活用した交通・物流網の最適化など、温室効果ガス排出源対策に資する取組を積極的に

進めています。また、山林が町面積の 76％を占めており、豊富な吸収源も有している地域

になります。 

町民の生活においては、徒歩・公共交通機関での移動や、様々な再生可能エネルギーの

有効活用、食品ロスの削減など、一人ひとりができることに取り組み、豊かな自然環境を

未来へとつなぐ行動が必要になります。 

 脱炭素と地域経済の循環が調和した取組を進めることにより、将来の世代も安心して暮

らせる社会を実現するため、気候変動の原因となる温室効果ガスを削減する取組を体系的

に実行しながら、2030 年の削減目標を確実に達成し、2050 年までに二酸化炭素排出量実

質ゼロの実現を目指すことをここに宣言します。 
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